
【記載例１－３】「阪神・淡路大震災の被災者の家屋の再取得等の場合の特例(震災税特法16)の計算方法(以下 
          「特例の計算方法」という。)を選択したとき 
 

    控除額 
   次の区分に応じそれぞれに掲げる算式により計算する（震災税特法16①）。 
 
   ①  阪神・淡路大震災の被災者の家屋の再取得等に係る住宅借入金等（以下「再建住宅借入金等」とい 
    う。）の年末残高の合計額が 1,000万円以下のとき 
      再建住宅借入金等の 
                           × ２％ ………………………→〔100円未満の端数切捨て〕 

 
   ② 再建住宅借入金等の年末残高の合計額が 1,000万円を超え 2,000万円以下のとき 
      再建住宅借入金等の 
                           × １％ ＋ 10万円 ………→〔100円未満の端数切捨て〕 

 
   ③ 再建住宅借入金等の年末残高の合計額が 2,000万円を超えるとき 
      再建住宅借入金等の 
       　　　　　　　　   × 0.5％ ＋ 20万円 ………→〔100円未満の端数切捨て〕 
       (最高 3,000万円)                   
 
 
    設 例 
    居住開始年月日                平成14年11月15日 
    家屋に関する事項               土地等に関する事項 
        家屋の取得対価の額       20,000,000円  土地等の取得対価の額    25,000,000円 
        家屋の総床面積／うち居住用  100㎡／100㎡  土地等の面積／うち居住用   120㎡／120㎡ 
    住宅借入金等に関する事項 
     住宅借入金等の内訳         住宅及び土地等 
     年末残高(当初金額)        29,800,000円(30,000,000円) 
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